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「おいくら」と連携を開始～リユース新施策による廃棄物削減へ～ 

担当：清掃管理課　笹良（電話0979-24-8527）

　中津市は、地域課題の解決と持続可能な社会の実現を目指し、株式会社マーケットエン 

タープライズとリユース事業に関する連携協定を2026年4月1日に締結いたしました。これ

に伴い、2026年5月12日より、同社が運営するリユースプラットフォーム「おいくら」を活

用した新たな取り組みを開始しております。不要品を「ごみ」として捨てるのではなく「

リユース」することで、本市の廃棄物削減と循環型社会の形成を加速させてまいります。

✕ 

1. 本市が抱える課題と事業連携の経緯

　現在、本市ではごみ処理費用の増加が大きな負担となっています。 

　また、市民の皆様の高齢化に伴い、大型の粗大ごみを自宅の外まで運び出すこと

が困難なケースが増えていることや、排出されるごみの中にまだ使えるリユース可

能なものが多く含まれていることを課題と感じていました。 

　他方、マーケットエンタープライズは、リユース事業を中心にネット型事業を展

開し、これまで「持続可能な社会を実現する最適化商社」をビジョンに掲げ、「地

方創生SDGs官民連携プラットフォーム」への参画や、「楽器寄附ふるさと納税」実

行委員会の一員として活動を続けるなど、官民の垣根を超えたSDGsへの取組に注力

してまいりました。 

そうした中で、「リユース活動促進による循環型社会の形成を目指したい」とい

う互いのニーズが合致したため、「おいくら」を用いた今回の取り組みが実現いた

しました。 
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2. 「おいくら」導入によるメリット

　今回導入した「おいくら」は、複数のショップへ一度に査定依頼ができる利便性

に加え、以下の大きな特長があります。 

〇自宅内からの運び出しに対応 

　市の戸別収集では市民自身による屋外への搬出が必要でしたが、「おいくら」の

　出張買取を利用すれば、業者が自宅の中から運び出しまで対応します。 

〇家電リサイクル法対象品も可能 

　冷蔵庫や洗濯機など、通常は市で収集できない製品でも、リユース可能なもので

　あれば買い取り対象となります。 

〇費用負担ゼロ 

　本サービスの導入および利用にあたり、市民の皆様も市も費用負担は一切ござい

　ません。 

3. 連携事業者

商　　号　：　株式会社マーケットエンタープライズ 

代 表 者　：　代表取締役社長　小林　泰士 

所 在 地　：　東京都中央区銀座1-10-6 

設　　立　：　2006年7月7日（事業開始2004年11月1日） 

事業内容　：　ネット型リユース事業「おいくら」「高く売れるドットコム」

モバイル通信事業、情報メディア事業　ほか

上場市場　：　東京証券取引所　スタンダード市場 
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